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⚫ 令和2年度は、千葉県制度「新型コロナウイルス感染症対応特別資金」（一定の条件を満たした場合に保証料補助
や利子補給を受けることができる制度）の取扱開始により、保証承諾は増加しました。令和3年度第1四半期は、同制
度等による資金繰り支援が一巡したことで、保証承諾は落ち着いて推移しており、件数は6,840件、金額は1,073億円
（前年比24.3％）となりました。

⚫ 返済が困難となった中小企業者に代わり金融機関に立替払いをする代位弁済の金額は27億円（前年比50.8％）で
あり、落ち着いて推移しています。ただし、今後についても、まん延防止等重点措置や緊急事態宣言の延長等が実施
されることから、引続き注視が必要と考えられます。

⚫ 利用企業者数は令和2年度末から677企業増加し、令和3年6月末時点で48,071企業の皆さまにご利用いただいてい
ます。この企業者数は県内中小企業者120,789企業（※）の39.8％となり、昨年度末の39.2％から0.6ポイント増加しまし
た。

※平成30年11月30日経済産業省公表数値

【表１】令和3年度業務概況

千葉県信用保証協会 信用保証業務概況
（令和３年度 第１四半期）

資金繰り支援が一巡、保証承諾・代位弁済は落ち着いて推移するも、引続き注視は必要

保証承諾 保証債務残高 代位弁済

件数 前年比 金額 前年比 件数 前年比 金額 前年比 件数 前年比 金額 前年比

4月 2,974 82.2 52,715 69.0 112,990 126.9 1,577,988 162.7 84 61.8 1,210 73.7

5月 1,748 22.0 25,270 14.8 112,892 123.8 1,573,163 151.1 56 45.9 563 35.3

6月 2,118 21.2 29,288 15.0 112,581 116.5 1,567,734 130.7 89 61.8 932 44.6

合計 6,840 31.7 107,274 24.3 - - - - 229 57.0 2,706 50.8

（単位：件、百万円、％）

【お問い合わせ先】
千葉県信用保証協会 企画部
経営企画課 担当：天田・細川

℡：043-221-8185

令和３年７月１５日
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新型コロナウイルス感染症に関連した取組①

千葉県制度「新型コロナウイルス感染症対応特別資金」の保証承諾金額は8,571億円で着地しました

⚫ 令和2年5月1日から取扱いを開始した千葉県制度「新型コロナウイルス感染症対応特別資金」は、令和3年5月31日
をもって取扱いを終了しました。

⚫ 多くの中小企業者にご利用いただき、制度創設からの保証承諾件数は44,893件、保証承諾金額は8,571億円となり
ました。この保証承諾金額は、同制度の取扱期間中であった、令和2年5月1日～令和3年5月31日における全体の保証
承諾金額（1兆1,408億円）の75.1％を占めています。

「緊急短期資金保証制度」及び「緊急借換資金保証制度」の取扱期間を延長しました

⚫ 令和2年2月14日より「緊急短期資金保証制度」の取扱いを、令和2年5月1日より「緊急借換資金保証制度」の取
扱いを開始し、いずれも取扱期間を令和3年6月30日までとしておりましたが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響
による景気の先行き不透明な情勢を踏まえ、両制度の取扱期間を令和3年12月29日まで延長しました。

⚫ 「緊急借換資金保証制度」は最大12年で既往借入金を借り換え、返済負担の軽減を図ることができる制度です。
「緊急短期資金保証制度」は市町村が発行する認定書を不要とし、スピーディーに資金調達ができる制度です。

緊急短期資金保証制度 緊急借換資金保証制度

承諾件数 承諾金額 承諾件数 承諾金額

350 2,246 101 4,326

（単位：件、百万円）【表2】制度創設から令和3年6月末までの保証承諾実績
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新型コロナウイルス感染症に関連した取組②

⚫ 新型コロナウイルス感染症に関する新たな制度として、協会制度「伴走支援型特別保証制度」（全国統一の制度）を
創設しました。同時に、低金利での融資を可能とする、千葉県制度「新型コロナウイルス感染症対応伴走支援資金」も
創設されました。両制度ともに、令和3年4月1日より取扱いを開始しています。

⚫ 両制度の特徴は、中小企業者が金融機関との対話により策定した経営行動計画書を踏まえ、金融機関が原則として
四半期毎にフォローアップを行うことを通じて、中小企業者に継続的な伴走支援を行うことです。
制度創設から令和3年6月末までの保証承諾については、協会制度「伴走支援型特別保証制度」の件数は33件、金額
は9億円となっており、千葉県制度「新型コロナウイルス感染症対応伴走支援資金」の件数は110件、金額は22億円と
なっています。

対象者

次の（1）～（3）のいずれかの認定を受け、かつ経営行動に係る計画を策定した中小企業者
(1) セーフティネット保証4号による認定
(2) セーフティネット保証5号による認定（売上高等減少率が15％以上のものに限る。）

(3) 危機関連保証よる認定

保証限度額 4,000万円（両制度、他協会の伴走支援型特別保証制度と合算）

保証期間 一括返済：1年以内 分割返済：10年以内（据置期間は5年以内）

信用保証料率 0.85％（経営者保証免除対応を適用する場合は1.05％）

信用保証料の補助 0.65％に相当する額（経営者保証免除対応を適用する場合は0.85％に相当する額）を国が補助する。

融資利率
協会制度「伴走支援型特別保証制度」の場合、
金融機関所定利率 ※利子補給無

千葉県制度「新型コロナウイルス感染症対応伴走支援金」の場合、
1.0％～1.7％（認定の種類及び融資期間によって決定） ※利子補給無

保証人 原則、法人代表者のみ（経営者保証免除対応を適用する場合は法人代表者の連帯保証が不要）

必要書類
(1) 市町村認定書（セーフティネット保証4号、セーフティネット保証5号、危機関連保証のいずれか）
(2) 経営行動計画書
(3) 経営者保証免除対応確認書（必要に応じ）

協会制度「伴走支援型特別保証制度」及び
千葉県制度「新型コロナウイルス感染症対応伴走支援資金」の取扱いを開始しました

【表3】両制度の概要（融資利率以外は同じ内容です。）
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令和３年度 第１四半期 保証承諾の状況

令和3年度

承諾額 前年比 構成比

製造業 10,896 24.4 10.2 

建設業 32,906 29.2 30.7 

卸売業 18,126 26.4 16.9 

小売業 11,944 17.2 11.1 

運送倉庫業 6,771 24.8 6.3 

不動産業 7,071 22.9 6.6 

サービス業 19,169 22.0 17.9 

その他 390 22.5 0.4 

合計 107,274 24.3 100.0 

令和3年度

承諾額 前年比 構成比

協会制度 25,778 32.5% 24.0 

普通保証 12,904 92.2% 12.0 

経営安定関連保証 2,516 8.2% 2.3 

借換保証 1,355 190.7% 1.3 

特定社債保証 800 217.4% 0.7 

流動資産担保融資保証 333 51.9% 0.3 

危機関連保証 2,650 10.0% 2.5 

災害関係保証 0 - -

東日本大震災
復興緊急保証

0 - -

経営力強化保証 415 72.8% 0.4 

その他 4,805 - 4.5 

県制度 76,315 22.5% 71.1 

サポート短期資金 10,631 95.1% 9.9 

セーフティネット資金 2,439 9.1% 2.3 

セーフティ・震災復興 0 - -

新型コロナウイルス感染症
対応特別資金 ※

41,297 14.6% 38.5 

事業資金運転 12,939 108.6% 12.1 

事業資金設備 972 93.5% 0.9 

小規模事業資金 4,908 102.5% 4.6 

創業資金 927 132.2% 0.9 

経営力強化資金 0 - -

その他 2,203 - 2.1 

市町村制度 5,180 22.1% 4.8 

合計 107,274 24.3 100.0 

【表4】制度別保証状況 【表6】金融機関群別保証状況

令和3年度

承諾額 前年比 構成比

都市銀行 3,078 26.7 2.9 

地方銀行 53,826 23.6 50.2 

第二地銀 21,710 23.8 20.2 

信用金庫 25,285 26.8 23.6 

信用組合 3,303 20.1 3.1 

信託銀行 0 - -

その他 72 11.6 0.1 

合計 107,274 24.3 100.0 

【表5】業種別保証状況

⚫ 令和2年度の保証承諾金額の71.6％を占めていた、千葉県制度
「新型コロナウイルス感染症対応特別資金」の取扱いが、令和3年
5月31日をもって終了したため、同制度以外の保証制度の構成比が
増加しています。【表4】

⚫ 千葉県制度「創業資金」の保証承諾金額は9億3千万円（前年比
132.2％）と増加しています。
現在、同制度の保証料率は、通常の0.8％から0.4％へ割引されて

おり、創業者にとってご利用いただきやすい制度となっています。

（単位：百万円、％） （単位：百万円、％） （単位：百万円、％）

※ 信用保証料の補助あり、補助なしを合算した実績
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令和３年度 第１四半期 代位弁済の状況

令和3年度

代位弁済額 前年比 構成比

製造業 580 130.4 21.4 

建設業 737 50.1 27.2 

卸売業 277 13.1 10.2 

小売業 438 105.4 16.2 

運送倉庫業 96 144.8 3.6 

不動産業 31 168.2 1.1 

サービス業 547 69.2 20.2 

その他 0 - -

合計 2,706 50.8 100.0 

令和3年度

代位弁済額 前年比 構成比

協会制度 971 37.0% 35.9 

普通保証 545 43.6% 20.2 

経営安定関連保証 5 7.2% 0.2 

借換保証 36 11.4% 1.3 

特定社債保証 5 3.0% 0.2 

流動資産担保融資保証 0 - -

危機関連保証 154 - 5.7 

災害関係保証 0 - -
東日本大震災
復興緊急保証

41 39.2% 1.5 

経営力強化保証 0 - -

その他 184 - 6.8 

県制度 1,612 73.4% 59.6 

サポート短期資金 85 34.1% 3.2 

セーフティネット資金 279 77.5% 10.3 

セーフティ・震災復興 2 5.6% 0.1 
新型コロナウイルス感染症

対応特別資金 ※ 521 - 19.2 

事業資金運転 567 48.5% 21.0 

事業資金設備 60 52.3% 2.2 

小規模事業資金 94 40.1% 3.5 

創業資金 3 12.4% 0.1 

経営力強化資金 0 - -

その他 0 - -

市町村制度 123 24.5% 4.5 

合計 2,706 50.8% 100.0 

【表7】制度別代位弁済状況 【表8】業種別代位弁済状況 【表9】金融機関群別代位弁済状況

令和3年度

代位弁済額 前年比 構成比

都市銀行 106 50.7 3.9 

地方銀行 1,750 65.8 64.7 

第二地銀 424 31.6 15.7 

信用金庫 297 32.2 11.0 

信用組合 100 75.7 3.7 

信託銀行 0 - -

その他 28 47.1 1.0 

合計 2,706 50.8 100.0 

■構成比の数字は、小数点第二位を四捨五入したものです。
そのため構成比の合計が100％にならない場合があります。
■個々の金額は四捨五入し百万円単位にしたものです。
そのため個々の数字と合計額が一致しない場合があります。

⚫ 全体の代位弁済額は前年比50.8％と、前年を大きく下回る実績と
なりました。

⚫ 業種別では不動産業、運送倉庫業や製造業の代位弁済金額が、
前年を大きく上回る結果となりました。

（単位：百万円、％） （単位：百万円、％） （単位：百万円、％）

※ 信用保証料の補助あり、補助なしを合算した実績


